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3 .  結果

























































































4 .  考察と展望
4 . 1 .  調査結果のまとめと考察
度数 ％ 度数 ％
1994年以前 8 10.1 12 15.2
1995－96年 12 15.2 22 27.8
1997－98年 17 21.5 20 25.3
1999－00年 7 8.9 11 13.9
2001－02年 4 5.1 1 1.3
2003年以降 0 0.0 1 1.3
導入されているが
時期は不明 30 38.0 10 12.7
導入されていない 0 0.0 0 0.0
欠損値 1 1.3 2 2.5
合計 79 100 79 100
秘書課員 責任者
導入時期
Mean SD Mean SD
送受信メール総数 25.21 23.46 24.99 21.83 0.10 n.s.
　社内メール 20.71 19.75 19.59 18.80 0.25 n.s.














































付きのみ 16 29.07 26.90
特定上役の個人






別業務のみ 8 12.63 10.81
上記以外 6 11.00 10.10
社内メール 特定上役の個人付きのみ 16 22.88 22.69
特定上役の個人














別業務のみ 8 7.13 5.38
上記以外 5 11.80 7.66













付き＋内容別 47 4.94 7.82
秘書課での内容
別業務のみ 8 5.50 11.65









度数 ％ 度数 ％
開封 すべて秘書（回答者自身）が開封 19 29.7 27 42.2
秘書が送信者や件名から一部を開封 11 17.2 8 12.5
すべて上役が開封（秘書は開封しない） 34 53.1 13 20.3
すべて上役が開封するが、秘書にも同送される 16 25.0
方針 会社の方針である 16 25.0 17 26.6
上役個人の意向である 48 75.0 46 71.9
































































Mean SD Mean SD
上司との連絡がスムーズに
なる 2.60 1.16 2.52 0.96 0.08 n.s. -.04 n.s.
社内他部署との連絡がス
ムーズになる 3.47 0.69 3.34 0.57 1.39 n.s. .05 p=.068
社外との連絡がスムーズに
なる 3.27 0.80 3.25 0.69 0.44 n.s. .16 n.s.
電話の回数が少なくなる 2.53 1.02 2.73 0.88 1.18 n.s. .12 n.s.
電話の取り次ぎによる仕事
の中断が少なくなる 2.34 1.03 2.48 0.94 0.78 n.s. .11 n.s.
FAXの量が少なくなる 3.02 0.88 3.23 0.75 1.52 n.s. .23 n.s.
手書きメモの作成や受け取
りが少なくなる 2.69 0.96 2.75 0.80 0.50 n.s. .20 n.s.
書類（コピーなど）の量が
少なくなる 2.44 0.97 2.17 1.02 1.69 p<.10 .15 n.s.




2.05 0.93 2.03 0.82 0.35 n.s. -.05 n.s.
全体として、秘書業務の遂
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